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Abstract: The proposed UN Disability Convention advocate education as a human right

for people with disabilities and WFD supports the position. So we appeal that like

all children, all Deaf children can get a quality space education using sign language

as their mother tongue.

【宇宙】

現在、国連（ＵＮ）は「障害者の権利条約」を策

定中であり、その「第２４条 教育」の冒頭におい

て、「締約国は、教育についての障害のある人の権

利を認める。」として、教育を受ける権利の差別撤

廃と機会均等、及び聴覚障害者の母語とも言える手

話習得の促進を容易にすることなどを謳っている。

さらに、その条約に向けて世界ろう連盟（ＷＦＤ）
※は「ろう児の教育的権利に関するＷＦＤの方針」

を発表し、「ろう児は、全ての学習者と同じように、

教育を受ける権利、そして質の高い教育に完全なア

クセスを持つ権利を有している。」と宣言し、手話

についても、聴覚障害児がそれぞれの国の手話を使

う権利を主張している。

本プランの目的は、以上のような国連障害者の権

利条約及びＷＦＤ宣言の精神に則り、宇宙教育につ

いても同様であるとの立場から、聴覚障害児の第一

言語である手話を通じて、さまざまな宇宙の知識を、

彼らの教育に取り入れていく計画の必要性を提案

することである。我々はこのプランの推進によって、

たとえば、聴覚障害によって狭められていた職業選

択の幅１）が拡がるなど、彼らの人生観の変革にも寄

与することを願っている。

手話は単なるコミュニケーション手段ではなく、

日本語や英語と同じように一つの独立した言語で

あり２）、聴覚障害児にとっては第一言語（母語）で

ある。

そこで、聴覚障害児のための宇宙教育プランを考

えるにあたっては、手話によってそれを行うことを

前提として考えていかなければならない。ところが、

現状の学校教育において宇宙に関する手話は、「天

体」という分類の中でわずかに５７例が挙げられて

いるにすぎない３）（宇宙・天文・天球・地球・星・

人工衛星・光年・ビッグバン・・・。その中の一つ

「宇宙」という手話を右に示す。）

基本的な宇宙教育を施すためには、「重力・無重

力・宇宙飛行士・宇宙ステーション・船外活動・ス

ペースシャトル」などの手話が必要であると考えら

れるが、現在この中でスペースシャトル（右下）以

外の正式な日本

手話は存在しな

い。

したがって将

来、国際宇宙ス

テーションから

健常児に対して

行われるであろ

う教育と同じよ

うに、聴覚障害

児に対して施し

ていく宇宙教育

の第一歩として、

ここに宇宙に関

する手話の充実

を提案する。
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